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会議録 
会議名 第３２回 海津市地域公共交通会議 

日時 令和５年１月２０日（金）１３：３０～ 

場所 海津市役所 西館１階 大会議室 

出席者 委員２３名 事務局３名 

傍聴人  

議題等 議題１ 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価について 

議題２ 名古屋圏アクセスバスについて 

 

４．協議・報告事項 

 

【議題１】 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価について 

 

事務局から説明（資料１に基づき説明 

資料１ 令和４年度地域公共交通確保維持改善に関する自己評価概要 

 

○委員からの質問・回答、意見等（→事務局回答、⇒他委員回答） 

 

・「運転免許証自主返納者数」は、自主返納者のうち支援を申請した方の人数か。 

→高齢者運転免許証自主返納事業の支援に対する申請者数であり、警察署で運転免許証の自

主返納手続きを行った方はこれよりも多くなる。 

 

・実際の自主返納者の人数は把握できるのか。増加し続けている状況なのか。 

→正確な数字は把握していないが、海津警察署からは自主返納件数は減少していると聞いて

いる。 

 

 〇原案のとおり承認 

 

【議題２】 名古屋圏アクセスバスについて 

 

事務局から説明（資料２に基づき説明） 

資料２ 名古屋圏アクセスバスについて 

 

・アンケート対象の 2,000 世帯は、地区ごとに抽出しているのか。 

→特定の地域に偏らないようにするため、人口割合と同等の割合になるよう、海津町 750 世

帯、平田町 400 世帯、南濃町 850 世帯に配布している。 

 

・自由意見としては、どのようなものあったか。 

→アクセスバスに対して非常に期待している、実際に路線を走らせることとなった場合は充

実した本数で運行してほしい等の意見があった。 
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・現在移住定住施策が講じられているが、現在海津市に居住している方や移住された方を市外へ

流出させないための施策も重要で、アクセスバスもその施策の一つとなると思う。海津市から

名古屋圏へ通勤するには、車でも公共交通でも多くの費用がかかる。交通網の整備と合わせ、

交通費の補助等の施策も併せて考えてはどうか。 

→今後、協議等を進め総合的に検討していきたい。 

 

〇原案のとおり承認 

 

５．その他 

 

・名阪近鉄バスへのＩＣカード「ＰｉＴａＰａ」の導入、回数券の廃止、にしみのライナー（ジ

ブリパークの乗り入れ）について説明。 

 

６．閉会 

 

以上 

  


